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令和８年度第１回空知圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会議事録 

 

日  時 令和８年（2026年）７月６日（月） １３時３０分～１５時３０分 

 

場  所 空知総合振興局 ４階講堂 

 

出 席 者 穴澤地域づくり推進員 

     青柳委員、梅原委員、野々下委員、林委員、佐藤委員、鈴木委員、田澤委員、宮川委員、 

谷垣委員、由谷地域づくりコーディネーター、佐藤地域づくりコーディネーター 

（事務局）影山社会福祉課長、柳田主査（地域福祉）、宮下専門主任 

 

議  題 １ 報告事項等 

      （１）相談事案に対する対応について 

      （２）地域づくり委員会の所掌事項等について 

      （３）「精神障がい者リハビリテーションフォーラム」について 

     ２ 協議事項 

      （１）委員等による意見交換等（今後の取組について） 

 

議  事 

１ 開 会 

事務局（宮下専門主任）： それでは、定刻となりましたので、空知圏域障がい者が暮らしやすい地域

づくり委員会を開催いたします。 

まず初めに、当委員会は、任期が２年となっており、今年度で９期目となりますが、継続して委員

を務めていただく方を含めまして、改めて任命させていただきますので、空知総合振興局社会福祉課

長の影山より辞令書の交付をいたします。 

辞令書の交付につきましては、時間の都合上、ご芳名の読み上げのみとさせていただきますこと、

また、任期につきましては、令和 10年３月 31日までとなっていますことをお伝えいたします。青柳

委員から順に、辞令書をお渡しさせていただきますので、委員の皆様は、その場でお待ち願います。 

なお、９期目の委員継続を承諾いただいておりました佐藤邦男委員が、入院加療中であったところ、

本年５月、お亡くなりになったことをご報告します。 

また、本日ご出席いただいております、宮川委員におかれましては、前任の中川委員が、本年６月

末をもって、北海道社会福祉協議会空知地区事務所を退職され、急遽、委員に就任していただいたこ

とから、辞令書が間に合わなかったこと、また、谷垣委員におかれましては、事務局の交付手続き上

の不備から辞令書が間に合わなかったため、後日の交付とさせていただきますことをお詫び申し上げ

ます。それでは、交付の方お願いいたします。 

※影山課長から各委員に辞令交付 

 

事務局（宮下専門主任）： それでは、開催にあたりまして、空知総合振興局社会福祉課長の影山から

ご挨拶申し上げます。 
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影山課長： 改めまして、空知総合振興局社会福祉課長をしております影山と申します。令和８年度

第１回目の空知圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会開会にあたりまして、一言ご挨拶申し

上げたいと思います。本日は何かとお忙しい中、ご出席いただき、ありがとうございます。また、日

頃からですね、障がい福祉施策にご理解、ご協力をいただき、ありがとうございます。厚く御礼を申

し上げたいと思います。 

さて、この委員会ですけれども、平成 22 年４月に施行されました、所謂、北海道障がい者条例に

基づき設置している委員会となっております。後程、事務局の方から説明させていただくことになる

んですけども、障害者への差別ですとか、虐待、権利擁護に関することのほか、障がい者が、地域で

の暮らしやすさに関する申立て事案ですとか、地域課題の解決に向けた協議、障がいを理由とする差

別解消に向けた取組について、情報交換、協議を行うこと、そういったことを目的としたものとなっ

ているところでございます。 

ただいま、委員の皆様に辞令交付させていただいたところでございますが、第９期目の委員として

令和８年度、令和９年度の２年間の任期となります。委員の皆様にはですね、今後の２年間、どうぞ

宜しくお願いいたします。 

先程、事務局の方からもお伝えいたしましたが、令和２年度、第６期から長きに亘り、委員をお務

めいただいた佐藤邦男様におかれましては、入院加療中のところ、５月 25 日に、お亡くなりになら

れました。ここに改めて、ご報告させていただくとともに、謹んでご冥福をお祈り申し上げたいと存

じます。 

結びになりますけれども、この空知地域で生活している障がいのある方、日常生活の中で、様々な

暮らしづらさですとか、何が課題になっているのかと、その解消、解決に向けた取り組みなどについ

てですね、情報交換、協議を皆様と重ねてもらいたいと考えておりますので、本日は、ご出席の委員

の皆様におかれましては、忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げまして、簡単ではござい

ますが、開会にあたってのご挨拶とさせていただきます。本日は、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

事務局（宮下専門主任）： ありがとうございます。それでは、委員会に先立ちまして、資料の確認の

方をさせていただきたいと思います。本日の会議の資料は、次第と、名簿、資料１、資料２－１及び

２、資料３－１、資料３－２、資料４－１から５、それから参考資料として一つ、事業者にも合理的

配慮の提供が義務化されました、こちらの資料が１枚添付されております。以上となりますが、不足

の資料ある方いらっしゃいますでしょうか。 

それでは、本日の議事の方に入らせていただきますが、進行の方は、本委員会を総括いたします地

域づくり推進員の穴澤推進員にお願いしますので、宜しくお願いいたします。 

 

穴澤推進員： はいそれでは、宜しくお願いいたします。早速、議事に入るんですけども、議事録の

都合上、マイクを使う様にとのことでございますので、皆さんのところにも多分マイクが、発言の時

には、マイクを回しますので、声の大きい方でもマイクを使っていただくということで、宜しくお願

いしたいなというふうに思います。 

それでは、早速、議事に入っていきたいと思います。まず、本委員会ですけれども、障がい者に対

する差別や虐待、権利擁護等について、協議等の申立てがあった場合、委員会として協議あるいは斡

旋を行っていくということになります。ここが１番、委員会の目的なんですが、今回も申立て等はご
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ざいませんでしたので、早速ですね、議事の中で、２番の報告事項というところに入っていきたいと

いうふうに思っています。 

 

２ 報告事項等（１）相談事案に対する対応について（※非公開） 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。じゃあ、（２）、（３）と報告事項がありますので、一連

（３）までいって、もし質問とかあれば、お受けするという様な形でいきたいというふうに思います。 

それでは、（２）の地域づくり委員会の所掌事務等について、ということでございます。はい、宜し

くお願いします。 

 

事務局（宮下専門主任）： それでは、報告事項（２）の地域づくり委員会の所掌事務等について、こ

ちらの方を事務局より説明させていただきます。新たな任期の１回目の委員会にあたりまして、報告

事項としてご説明させていただきます。 

まず、資料２－１の方をご覧ください。こちら、地域づくり委員会につきましては、平成 22 年４

月に施行された北海道障がい者条例に基づき、道内 14 の圏域、各振興局単位で設置しております。

委員会の目的、役割についての条例等を抜粋したものが、この資料になりますけれども、北海道障が

い者条例の第 42 条第１項の所掌事項として、一つ目に障がい者の地域での暮らしを支えるサービス

に関すること、こちらの方は、障害福祉サービスだけではなく、地域で暮らす中で必要とする全ての

サービスを指しております。そして二つ目になりますが、差別や虐待及び権利擁護に関すること。三

つ目、その他地域で暮らす障がい者の暮らし辛さに関すること。この三つの所掌事項に関して、市町

村単体では解決が難しい、広域的な課題等、地域課題等について、事案の解決を図るための協議等を

行うというのが、まず基本の役割となっております。 

次に、条例第 42条第２項の所掌事項といたしまして、障害者差別解消法の第 18条第１項に規定す

る情報の交換及び協議を行う、という部分がございます。この項は、平成 25 年に障害者差別解消法

ができたこと等から追加された条項となります。差別解消法に規定する情報の交換及び協議とは何か

といいますと、障害者差別解消法第 17 条において、障害者差別解消支援地域協議会という協議会を

国や地方公共団体の機関は組織することができる、という規定になっておりまして、障がいを理由と

する差別を解消するための取組を効果的且つ円滑に行うことを目的としたこの協議会で、次の第 18

条になりますが、その目的を達するため、必要な情報交換と障がいを理由とする差別を解消するため

の取組に関する協議を行うといったことが、地域づくり委員会の所掌事項になっているところです。 

次に資料２－２の方になります。次の資料２－２、両面２枚の資料になりますけれども、こちら地

域づくり委員会のパンフレットになります。１頁目は、こういった相談、協議申立ができる地域づく

り委員会があります、と周知する内容になっております。パンフレットの裏面２頁目に図があります

けれども、圏域、振興局単位で設置した地域づくり委員会だけではなく、知事を本部長とした道本庁

に設置されている推進本部を頂点とした体制となっているものの図を示しております。次に３頁目に

なります。一義的にはまず、市町村や相談支援事業所で、様々な困りごとの相談を受け付けて対応し

ていますけれども、こうした窓口で対応が難しい問題等について、協議申立てがあった場合に事実確

認のため、地域づくり推進員が、当事者双方や関係者からの聞取り調査等を行った上で、地域づくり

委員会を招集して、問題解決のための斡旋案を協議して、当事者双方に提示する。また、特段の協議
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申立事案がない場合でも、障がいを理由とする差別を解消するための取組に関する協議を行う、とい

う地域づくり委員会の主な役割を示した内容となっております。報告事項（２）、所掌事項等について

以上になります。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。続きまして、精神障害者のリハビリテーションフォー

ラムについて、ということで、報告の方を青柳委員にお願いしたいと。今、マイクをお持ちしますの

で。座ったままで大丈夫です。 

 

青柳委員： 今日は、この場で報告させていただくということで、有難いと思っております。今回の

この取組に関しては、振興局と行政の方も積極的に支援していただいて、良かったと思っています。

次入りますけど、報告しますけど、この資料にあります様に穴澤さんに講師になっていただいて、開

催しました。この第 28 回精神障がい者リハビリテーションフォーラムというのは、主催のところに

書いてあります様に北海道精神障害者家族連合会と滝川を中心とした精神障害者家族会ひらく、この

両者で開催しております。そもそも、障がい者リハビリテーションフォーラムを穴澤さんに来てもら

ってやろうと思ったのは、以前ですね、数年前に、この北海道精神障害者家族会で月曜日から金曜日

まで電話相談を受けてですね。全道から。そこの相談員に来てもらって赤平と滝川で、それぞれ、１

年に１回でしたけれども、開催した時に色んな人が来たんですよね。引き籠りだったり、色んな人達

が来たと。そういう中で、今回、生活困窮者自立支援事業の中身のボーダーラインにいる人達の困り

ごとみたいなものもその中にあった訳ですね。なので、精神障がい者リハビリテーションフォーラム

と銘打ったんですけれども、もうちょっと広い意味で取組みました。私もそうなんですけど、精神障

がい者、健常者って言いますか、まあ何と表現すれば良いかですけども、その中間にいる人達の部分

のケアというものをこの生活困窮者自立支援事業というのは、やってるなという感じを受けて、本当

に、日本の国にいる、例えば、空知にいる人たちでも困っている人たちは、潜在的にいるはずなんで

すけど、そういう人たちを精神障がい者であれば、病院だとか、作業所とか、そういうのがあります

けど、その中間ぐらいにいる人たちも含めて、こういうふうに、こう支援していくという、こういう

事業は本当に必要だなということと、どういうことをやっているのかということを初めて私も聞いて、

100 パーセント分かった訳ではないですけど、大変な事業だなと思ったし、それをやってる穴澤さん

達も大変だろうなと思いつつ聞いておりました。そんなことで、参加してきた人達は、行政の人とか、

民生委員だとか、家族だとか、当事者だとか、来ました。決して、人数は凄い人数ではありませんけ

ども、やはりでも、また、こういうことをやって欲しいだとか、アンケートの中でもありました。な

ので、穴澤さんに来てもらってやった、この講演は、私としては、この空知圏域障がい者が暮らしや

すい地域づくり委員会の名前に相応しい講演会だったなと、私は思っております。そんなところです

ね。 

 

穴澤推進員： はい、ありがとうございました。添付資料の方で、実際の中身、アンケートのことと

か、青柳さんの方から提出されているので、それを資料として皆さんのところにお配りしてあります。 

 では、ここまでが、報告事項でございますので、一番上からでも何番でも良いんですけれども、質

問等がございましたら、いかがでしょうか。 
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林委員より「報告事項等（１）相談事案に対する対応について」に関する質疑（※非公開） 

 

穴澤推進員： はい。他ありますか。大丈夫でしょうかね。はい。先程の私から、ちょっとだけ、今

のことも踏まえて、補足も踏まえてなんですけど、先程、青柳委員の中でも精神障がい者のリハビリ

テーションフォーラムで、私達が、空知生活サポートセンターがやっていることみたいなところで話

をさせていただいたんですね。で、障がいを認識している方と、ちゃんと認めている方とか、ご家族

も含めてですけれども、その方に関しては、どういうふうなサービスがあるかっていうところは、ス

トレートに繋がるだろうと。で、実は、例えば、自分は余りそれを認めていないし、例えば、家族が

認めたくないとかという方々が、実際にある意味、社会が外枠とすると持っているなという方々がい

らっしゃる訳で、そういった方々が、実は、生活困窮支援の中にも数多く相談に来る。その方々をど

ういうふうに、その障がいという台の中で認知してもらいながら、社会との中で、どう折合いを付け

るのかみたいなところが、その専門機関と含めて、実際にやるという役割を生活困窮支援は持ってま

すねと、みたいな話は、実はしていたんですね。 

以上が報告の部分でございますが、宜しいですか。特に２番とかは、実際に、この地域づくり委員

会がどういった案件を扱いながら、私達は、どこら辺をポイントに置きながら、議論したりとか、こ

こで話をしていくのかっていうところが一つの大きなポイントになるかなと思って、今回出させてい

ただいているということでございます。それぞれ、分かり易いのが、多分、先程の資料２－２の裏面

ですかね。こういった表がありますけれども、障がいをお持ちの方が、まずどこに相談するのかとか、

どういった相談がどこに集まって来てなのか、とかっていうところが、何となく、これで図式化され

ているのかな、という感じでございます。そこそこの地域で解決する問題みたいなところと事業所等

で、当然、その相談支援事業所があるわけですから、そこで上がってくるケース。で、その後は、地

域の中で、地域相談員がいて、その中で、相談が入って解決するパターン。で、更に、その差別全体

的な、この差別の問題みたいなところを含めて、検討しないといけないというところが、ここに、地

域づくり委員会に上がってくるのだろうというような流れになっています。ということでございます。 

はい。では、報告事項の１から３ということで、それに関しては、宜しいですね。はい。次、協議事

項という形になりますけれども、ここに書いてありますが、まず１回目ということもありますので、

新しく委員になられた方もいらっしゃいますので、敢えてその意見交換等ということで、今後の取組

についてみたいなところで期待すること、ということも踏まえて、それぞれ皆さんから、お話をして

いただければなあというふうに思いました。順番に回そうかなと思いますので、話す内容とすると、

それぞれが取組まれて、最近の近況とか、普段どの様な業務をしているのかとかっていう活動の状況

とか、全部喋ってくださいということじゃないです。はい。どっかトピックにしても良いと思います

ので。で、抱えている困りごと、何があるのかとか、今後に期待したいこと。ここら辺から、それぞ

れお話をしていただければ。５分いきます。１人。というような形で、進めていければ良いかなとい

うふうに思います。それでは青柳さんから。話したばっかりでしたね。はい。 

 

青柳委員： 簡単に。近況ということで言えば、作業所、Ｂ型作業所です。そして、施設もやってる

んですけど、支援もやってますし、何でもかんでもやってる感じです。なかなか、小さい作業所なの

で。もう、今日も来るまで、汗水垂らして農作業をやっていました、というのが近況です。活動とい

うことで言えば、実は、今日、チラシを持ってきたんですけど、皆さん、応援してくれたんですけど、
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７月 19日に、実は、精神科のお医者さん。この人、焼津市、静岡県と、そこから来る。その人、当事

者の経験もあります。それから、お母さんが統合失調症。そういう三つの経験というか、経歴ある人

が来て、19日に講演があります。困りごと。困りごとって言えば、私がこの間、ここに来た時に、言

いたい放題言って、勝手なんですけど。もの凄く要するに、色んな本当に連携ってのは、本当にされ

ない、というのが困りごとですね。それから、今後の期待するって意味では、やはり、その穴澤さん

ともこの前話したんですけど、何かここの中で、何でも良いからさ、これは皆でこう改善できたなっ

ていう様な、何か出来事というか、取組ができたら良いなと思っています。以上です。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。では、梅原委員。 

 

梅原委員： 先月で 80歳になりました。一応、公募委員はですね、令和４年からですから、任期が、

来年度の令和 10 年までですかね。ですから、６年なってしまうのかなと思いますけど。なかなか、

私自身は、特に障がいとか、特にないんですけども、年取ると、やっぱり体に色々障がいがかかって

くるというのは、一般的なことなんですけれども。実際、こういう会議やっても、何となく、進んで

ないって言ったら変な話ですけれども、条例を作っても、なかなか、それがきちっと地に着かない、

という感じが、多分にあります。 

僕は、ちょっと思うんですが、ちょっと話長くなるんですけど、今、法定雇用率っていうのがね。

今回、2.5 から 2.7 かな。私企業値は。これは、従業員何名以上はあるんですけど、公の部分につい

てもですね、それを、私企業よりも、上の数字でこうやってる。実際には、出ないことが多分にある。

これ、私企業の場合は、ご存じのようにペナルティがありますからね。それに到達しなければ、その

分を、確か、以前はね。月５万円だったと思うんですけど、そういうペナルティがあるんですけど。 

公の機関が、どうなってんだろうと思うんですよ。そういうペナルティはないけど、残念ながら、か

なり数値が、低いっていうか。空知でも、去年、市とか教育委員会、色々あるんですけど、余り芳し

くないんですね。数字がそこまでいってない。数字がいってないってことは、それで許されて良いの

かなあっていう、自分自身が、不思議に思うんですね。公の人が沢山いらっしゃる中で、私は、たま

たま私企業だったから、言えるのかもしれないけど、こういうことではなかなか進まない。障がい者

は、明るく、地域で生きていける。そういう活動に、今後もですね、多少の力ですけれど、頑張って

いきたいなと。 

話は別ですけど、私は金融機関にいたんですね。そうすると、労働組合があります。昔。昔ですよ。

私は、今 80歳。昔、もう 35年位前ですか。組合で、この、率をね、企業として、きちっとすれやっ

て、訴えたことあります。こんなことがあるんだなと。私自身も、認識変わったんです。ですから、

こういうことは、やっぱり、こういう場ばっかりじゃなくて、そういう何かの団体か何かあれば、積

極的に訴えていくなり、口頭に表していただければと思います。以上です。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。それでは、野々下委員。 

 

野々下委員： 野々下と申します。初めてなので、すごく緊張しております。私は、南空知地域生活

支援センターりら、というところで、ピアサポーターをしております。ピアサポーターというのは皆

さんご存じでしょうか。余り知られてないと思うんですけれども、精神障がいを持ちながら、精神障
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がい者の方の対面支援とかをしています。何でしたっけ。 

 

穴澤推進員： 活動してて困っていることとか。 

 

野々下委員： 活動してて困っていることは、退院されることです。 

 

穴澤推進員： なるほどね。 

 

野々下委員： そういうこと言うと怒られちゃう。支援を一生懸命しているのですけれども、地域に

居れるっていうのは怖いっていうのか、やっぱり長期で入院されてると、地域の人が分からなくなっ

て、雇用を受け入れるんですけれども、勇気を持ってもらえないというか。はい。でも支援していき

ます。はい。これからは何かあったら発言します。 

 

穴澤推進員： はい、ありがとうございます。では、林委員。 

 

林委員： 今年度から選出されました林と申します。宜しくお願いいたします。私は、普段弁護士を

しておりまして、札幌弁護士会に所属していて、事務所は、きたあかり法律事務所というところで、

札幌の法律事務所で働いております。私は、そうですね、弁護士は７年目ですけれども、弁護士の１

年目から札幌弁護士会の高齢者・障害者支援委員会という委員会活動に参加しておりまして、障がい

者とか、高齢者の方々の支援を継続的にやっていくつもりでございます。障がい者関係で言いますと、

北海道精神医療審査会の委員を務めておりまして、審議会の方から案件があった場合に、お話を聞い

たりとか。後は、北海道の組織ということで、札幌市内の方からの一般請求にも関わって受けており

まして、今もやっているところです。障がい者の対応というのは、なかなかその地域の方とか、調整

が難しかったりするんですけれども、できるだけ、そのご本人の１人の生き方でいけば、本人が結構

力強く思ってくれると思っているので、理解し合って、一人ではないんだよと、マイナスに思わない

ので、そういうふうな形でやっています。後は、成年後見ですね。何件かやっておりまして、知的障

がいの方とか、精神障がいの方々のサポートを財産管理が主なんですけれども、毎日電話してくるケ

ースもあるんですけれども、電話に出て、気持ちを落ち着かせたりだとか、そんな形でやっておりま

す。私は、弁護士として法律につながることをできるだけ検討してですね、この委員会で貢献してい

きたいと思いますし、私の経験をできるだけ抽象化して、皆さんと一緒により良い地域づくりができ

たら良いなと思っておりますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。では佐藤委員。 

 

佐藤委員： 佐藤ですけれど。2024年に定年退職して、北翔大学にいたんですけれども、今現在も北

翔大学で担当を持っていて、自立支援に関することができているかなと印象を持っています。あとは

江別市なんですけれども、障がいがあって、親御さんが相談しても、市にですね。なかなか繋がらな

いというか、そういうことがあります。繋がっても対応が遅い。そんなことを聞きます。以上です。

どうぞ宜しくお願いします。 
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穴澤推進員： ありがとうございます。では、鈴木委員。 

 

鈴木委員： 鈴木と申します。岩見沢市の社会福祉法人ゆあみ会で、私は、今、生活介護事業所をさ

せていただいてて、特に、知的障がいの方で、事業所自体重度の方に利用されてるんですけれども、

日頃から、やはり何でも些細な行動をする場面がある。静養だったり、動きだったりっていうのも周

りから見られる視線っていうのは、支援の中で、もうちょっと暖かく見たいとか、もうちょっと気さ

くに声をかけていただければ、というところがあったりして、日常で暮らしやすいというのは、ちょ

っと難しいのかな、と日頃から感じることが多いと思っております。幸い、利用者さんの年齢もまだ

若いので、何かと心配することは少なめなんですけれども、親御さんが元気でいるうちなんで、親御

さんに甘えてというか、親御さんが動いてくれるうちでもありますので、表立って問題が起きていな

いというのがあるのですけれど、実際、これが年齢上がっていくに連れて、年齢におちた問題が起き

てきて、ぼちぼち出てきているのが、障がいと介護の挟間。特に、生活介護の方は、どうしても年齢

にくると介護制度というところに引っ掛かってくるというところがあって、そういう制度だったり、

後はサービス、今まで、通い慣れた土地だから、年齢になったからあっちに行ってくださいね、とい

うところも、またちょっと大変だな、どうしたら良いだろうな、というのが、私、この場でどちらか

というと勉強させていただいている形なんですけども、そういうところも障がい者の方が住み易く、

工夫されてっている、そういうところもお話できたら良いと思っております。宜しくお願いします。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。次は田澤委員。 

 

田澤委員： 相談支援事業所わん・すてっぷの田澤と申します。私共の所属なんですけれども、障害

者福祉サービスを利用される方の計画相談ですね、そのための計画を立てるのが、基本的な業務とな

っておりまして、本人の困りごとにどのようなサービス、或いは、本人の希望するサービスに対して

事業所を紹介したりですとか、そういったところをさせていただいております。只、この仕事は、長

年携わっておりますが、障がいのある方々が地域で暮らし易くなる、そのための障害サービスがある

んですけれども、そのサービスだけでは、なかなか生きづらさが解消されて、満足、納得のいく生活

が送れるというのは難しいという現状があります。そうした中で、そのサービスでカバーできない部

分をどこまで汲み取っていくか、ということも必要になってくるんですけれども、相談事業所、私共

は、計画相談を前提としているものですが、サービス、要介護というところとなると、なかなかどこ

まで踏み込んで良いものか、どこまで対応すべきだとか、そういったところの線引きが非常に曖昧で

すし、難しいものになっています。そうした中でですね、こちらでの活動に私共、参加することによ

って、こういう制度だけではカバーできなかった、サービスが行き渡っていなかった部分が少しでも

解消される、生きやすくなるような社会を創っていくために、私共、貢献できたらなって思いはあり

ますし、ここでお話したことが、私共、今後の業務の非常に参考になっていく部分がありますので、

ご検討いただけたらなと思います。どうぞ宜しくお願いします。 

 

穴澤推進員： 次は、宮川委員。 
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宮川委員： 初めまして。私、北海道社会福祉協議会の空知地区事務所の宮川と申します。６月まで

前任の中川という者が委員をしておりましたが、７月から交代となりまして、参加させていただきま

す。北海道社会福祉協議会の空知地区事務所では、障がいに関する事務局というのを一つやっており

まして、それが空知地区の身体障害者福祉協会という団体を運営させていただいております。これは、

北海道の身体障害者福祉協会の空知地区版ということで、空知地区管内の 14 の町を纏めているもの

でございます。これについては、コロナ明け位ですかね。会員数が、かなり１年間で減ってきたとい

う状況でございまして、例えば、令和２年度から令和３年度にかけて、総数は 532名だったところが、

マイナス 68の 464と 10％以上。そして、全部で 14町ある中で、全町が全てマイナスという様な状況

で、かなり会員数が減ってきました。昔と違って、障がい者の方への浸透をいただけなくて、なかな

か感銘できないという状況があったように思います。また、コロナの影響もあったというふうに思っ

ております。只、最近は、少し町の方でも手帳の申請の時とかに団体の勧誘というか、チラシを配っ

ていただけるという状況もあって、もう少し、配布はしないんだけれども名称に浸透があったという

ことがございます。例えば、令和７から８年度ににつきましては、令和２～３年度がマイナス 68 名

だったのが、14 名、マイナス 14 名までに減っていまして、そのうち５町については、逆に、会員数

が増加するというふうになっておりますので、これは各町の皆さんのご協力をいただいて、大変あり

がたいな、と思っているところです。 

行っている内容といたしましては、各管内の研修会ですとか、色々なスポーツの大会を少しやった

り、交流会ということをしておりますので、こういった団体の活動も継続していきたいな、というふ

うに考えております。それと私、今回、北海道社会福祉協議会、札幌にございますが、こちらでは、

障がい者に関する事業といたしまして、障害者就労支援センターというものをやっております。これ

は、いわゆる製品の販売や販路拡大のお手伝いをさせていただいております。また、市を除く道内全

ての町村におきまして、生活困窮者就労準備支援事業も行っております。これは、先程、お話がござ

いましたが、所謂、正式に障がいの鑑定を受けていないという方においても、少し支援があれば、就

労を見通せる方へ支援を行っております。これは、穴澤理事長のところとタッグを組みながら、やら

せていただいておりますので、例えば、そういうことを情報ございましたら、お繋ぎすることができ

るかなというふうに思っています。今後とも、どうぞ宜しくお願いします。 

 

穴澤推進員： はい。それでは、谷垣委員お願いします。 

 

谷垣委員： 初めまして。上砂川町役場から参りました谷垣と申します。今期から地域づくり委員会

の方、させていただくこととなりましたので、宜しくお願いします。私は、もともと障がい者の支援

施設の方で、生活支援員、相談支援専門員として働いていたのですが、ちょっと縁があって、行政の

方で５年位前から働いています。主に、通常業務としては、障害者支援、支給決定等、障がいに関す

るところで、ずっとやってきたんですが、７月に人事異動がありまして、恐らく、徐々に障がいの方

から離れていく業務になっていくんじゃないかなというところでは、あるんですけども、そこのとこ

ろが、私自身が、ちょっと困っているという状況ではあります。北海道社会福祉士会に所属しており

まして、成年後見の関係で、今動けたらと思いまして、研修を受けております。 

仕事の中で、障がいに関することで、困るなと思うこととしては、やはり地域がはずれているとい

うか、小さな町なので、なかなかサービスが、社会資源が少ないというところもあるんですけれども、
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特にヘルパーさんの利用が難しい状況がありまして、使いたいのに使えない、ヘルパーさんがいない

状況の中で、なかなか通院介助にサービスが繋がらないとか、今日もあった相談ですけれども、これ

から透析を受ける予定で、65歳未満の方、介護保険の対象にならない方で、今後どうすればヘルパー

さんが使えるのかっていう相談があったんですけど、ヘルパーが、人手不足でいないっていう中で、

そこをなかなか紹介できないっていう現状があって、そこに対して困ったなと思うのがありまして、

特にヘルパーに関しては、空知管内だけではなくて、札幌の重度の居宅介護の方でも難しいと関係者

の方から聞いたりしているので、ヘルパーが地域で、それこそ、障がいのある方々が、暮らしやすい

地域づくりっていうのを考えた時に、ヘルパーの利用への工夫が大事なんじゃないかなと個人的に思

っておりました。 

後は、金銭管理の問題もありまして、そうですね、成年後見とかも、基本的には、ある程度財産が

ある方ですとか、というふうになってくるのは本来なのかなと思うんですけれども、お金がないのに

お金を使いたい方だとか、金銭管理の支援というところも、なかなかちょっと不十分な部分があるの

かなあというふうに個人的には思っています。良い形で、安心して、本人が生活を続けていければ、

良いと思っております。今回、この様な形で参加させていただくことになって、地域の生活をより良

い形にできる様に、私ができることをやりたいと思っております。宜しくお願いします。以上です。 

 

穴澤推進員： はい。ひとりずつでも良いですし。 

 

佐藤地域づくりコーディネーター： はい。今年度ですね、地域生活支援センターあ～ちの方で、広

域相談支援体制整備事業を受託しまして、コーディネーターをさせていただいております佐藤と申し

ます。宜しくお願いします。前任の加藤と小林の本体施設の福祉村、それから岩見沢で受託事業を圏

域でやっておりますので、宜しくって言われたんで、伝えておきます。そうですね。最近の動きでい

うとですね、先日まで、ソーシャルワーク実習、社会科の大学を卒業した後に、社会福祉士を目指す

よという方の実習の受入れをしていました。その方と色々勉強する中で、さっき委員の中からもあっ

た、なかなか連携が上手くいかないんだって視点があって、確かにそうだなと、実習生からもどうし

て上手くいかないんでしょうかねという指摘があった時に、よくよく考えてみて一つ気付いたのが、

やっぱり相手のことをちゃんと理解していないなということに気が付きました。 

立場や役割が違うと使っている言葉も違ったり、発想も違ったりすることを今まで自分は、余り意識

していなかったなと思っていて、当たり前だと思っていたことが、実習生に理解されないこともある

し、実際に先日、岩見沢のところで、ケアマネさんとの学習会があった時に、改めてお互いに仕事の

あり方とか、業務の進め方を話していくと、いつも違う若干良い感じで喋れたんですね。コーディネ

ーターの役割としてもそうですし、我々、相談支援専門員であるので、きちっと相手の考えているこ

ととか、相手の様子とか、使ってる言葉ということも少し学びながらですね、共通の言語みたいに喋

ることができれば良いのかな。そうなりたいなと思っておりますので、勉強させていただきながら、

少しでもそういう形に近づければなと思います。宜しくお願いします。 

 

由谷地域づくりコーディネーター： あ～ちの地域づくりコーディネーターの由谷と申します。先程、

申し上げました通り、私共ですね、福祉村という大きな障害者支援施設で働いておりまして、私も数

年前まで、福祉村の方で勤務をしてまして、地域の方に出てきたのが、３年前ですね。そこから、地
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域の方では、どちらかといえば障害者就業生活支援センターというところを担当させていただいてお

ります。今年度から、それと併せて、地域づくりコーディネーターを拝命賜りまして、兼務させてい

ただくということではあるんですが、暮らし易いとか、暮らしの中での仕事ということが、切っても

切れない部分があるかと思いますので、そういったところでお力添えできればと思っております。で、

最初に困っているところというとですね。先程、佐藤の方から連携というお話があったんですが、私

も同じように感じているところで、その一つがですね、今、企業さんに先程、梅原委員からありまし

たけれども、雇用率の関係がありますので、企業さんからご依頼を受けて、障がい者の、障害をお持

ちの方のですね、就労をサポートさせていただく機会が増えてきています。企業さんはですね、雇用

率は７月１日から変わるというところで、結構焦っていらっしゃる企業さん多いです。その一方でで

すね、福祉の方も、当然、地域に出ていくという方をサポートするというのが、福祉の仕事ではある

んですけど、どうしてもですね、なかなかちょっとこう、慎重になってしまうというような部分があ

って、その間にですね、早くしろって言われたり、もうちょっと待ってくれって言われたり、間に入

ってですね、困るなというところはあるんですけど、只ですね、どちらが間違っているのではなくて、

当然ながら、長く働くためには慎重であるべきだし、雇用ってどうしてもタイミングというものがあ

って、ちょっとスピード感が求められることもあるんですけども、この二つ共どちらも間違っていな

いというところがあって、今ですね、障がい者の雇用というのが、ちょっと変わってきてるなと思う

ところは、昔は、企業の使命的なところがあったんですけど、今は、しっかりと戦力として考えると

いうような企業さんもあって、すごく増えてきているというところもあって、早く働いてもらいたい

というような気持ちも少しあるのかなというところで、皆さん、何ていうか、正しいことをしようと

している中で、挟まれている中で、自分たちは交通整理ができればな、というようなところを、改め

て今感じるところです。微力ながらお力添えできればと思っておりますので、宜しくお願いします。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございました。 

これで、一通り回ったんですね。本当は、皆さんが喋る前に一応資料の部分を紹介すればと思いなが

ら、すっかり忘れておりましたが、資料の４というのがありまして、はい。 

 

梅原委員： 穴澤さん。僕は、一応公募の関係で、あれしてるんだけど。今回、本当に残念なんだけ

ど、佐藤さんも、６年ね。あと６年頑張ろうやと言っていた邦男さんがさ、５月に亡くなった。邦男

さんの場合は、障がい者で、ね、脳性麻痺だから、僕らもこうね、慎重にこう聞いてさ。良い意見、

沢山いただいてるんだわ。やっぱり障がい者がいなかったらさ。障がい者の方がいることによって、

やっぱりこういう会議がいつも増すと思う。事務局の方では、新しい方をね、探してるだろうと思う

けど、これを早急にさ、やっていただかないと、やっぱり、障がい者の事務所にいる人たちばっかり

じゃだめだ。やっぱり、直接意見を聞かないと。事務局の方ではどう考えているのか分からないけど

さ。 

 

影山課長： 今回残念ながら、佐藤委員がお亡くなりになられたということで、委員が１名欠員状態

になってしまったものですから、また改めて、一般の方からですね、障がい者の枠、委員ということ

で公募したいと考えております。年内 10 月位を目途に、後任委員に就任していただくというスケジ

ュールで考えているところです。 
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穴澤推進員： 年２回のこの委員会の次の時には、新しい委員が決まって、その委員の意見も聞きな

がら進めるということです。 

 

梅原委員： 今７月だから、しょうがないよね。５月に亡くなってるからさ。くどい様だが、やっぱ

りそういう当該者っていうか、障害の方がいることによって、こういう会議も良い。佐藤さん、沢山

色々、こう思うと言ってくれたことは、僕は印象深いものだから。早急に、間違いなくできる様にお

願いします。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございます。というご意見もいただいております。 

 

野々下委員： 私は、障がい者です。ピアサポート。精神障害を持っている。 

 

穴澤推進員： 今年、だから２人。枠としては、佐藤さんが抜けたということになります。 

 

梅原委員： 僕ばっかり言うのも変なんだけどね。北海道新聞にたまたま皆さんご覧になったかもし

れないけど、ニトリの会長がさ、ニトリの会長がね、発達障害だと言うんだわ。僕は発達障害っちゅ

うのはね、例えば、エジソン、黒柳徹子とかね、そういう人達も対象になったんだろうと。ニトリの

社長、会長がね、ああいう風に言ってくれるとね。いや、すごい、ニトリの会長ですから。一介の家

具屋からさ、今は世界に、ねえ、あれは大企業になってしまった。障がい者っていうそういう線引き

っていうのは、失礼。僕は、先程、由谷さんも言ったけど、そういう能力のある人たちは、沢山いら

っしゃるから、単に、学校の成績が良かったと、そういう問題じゃないんだよ。やっぱりそういうこ

とで、ニトリの会長が言ってくれて良かったなあと思ってる。ごめんね。長くなってね。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございました。はい。で、ですね、私の方から、皆さんの意見を聞

く前に一応資料説明しないとなと思いながら、抜かしてたのもありまして、資料４っていうのがあり

ますね。はい。この４－１から５というのがありますけれども、これ地域づくり委員会における民間

事業者向けの出前講座っていうことで、障害者差別解消法の民間事業者等への普及等、啓発実施のた

めの出前講座の講義資料の案が北海道の方から出されてるってことなんですね。はい。ここら辺も参

考にしながら今後の動きを作っていければ良いかなというふうに思っております。はい。これに関し

て、事務局の方で補足とかはいかがですか。 

 

影山課長： はい。これなんですけど、出前講座なんですけども、実は、私、空知に来る前に上川の

方でも同じく社会福祉課長を拝命しておりまして、そこでも当然、地域づくり委員会があったもので

すから、そこでは、出前講座を実際やっておりました。内容としては、こういったオーダーがあった

のはやはり、障害者差別解消法の合理的配慮が、民間事業者に義務化されたっていうちょうどタイミ

ングだったものですから、地元の大雪の観光協会、ホテル業界からとか、役場の方からも合理的配慮

について勉強したいというオーダーがあって、上川の地域づくり委員会では、出前講座という形で、

内容としては、合理的配慮というところで、当然、上川にもどこの地域にも弁護士の委員がいらっし
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ゃるものですから、その委員の方から法的な部分での色々な説明、一般の方に説明いただくのと、た

またまなんですが、上川の地域づくり委員会ではですね、推進員の方自身が身体障害を抱えていたと

いうのがあって、それ以外に視覚障害の方と聴覚障害の方も委員としていたっていうのもあってです

ね。この出前講座のオーダーがあった際には、その当事者目線での合理的配慮って何だ、どういった

配慮をしていただけたら、ありがたい、嬉しいっていう様な当事者の声も伝えるような形での出前講

座ができていたということがあってですね、結構、積極的に地元の市町村とかにもＰＲして、僕がい

たときに、そういうオーダーがあって、対応してきたということがあります。 

で、その話が、道の本庁の方に報告していたというのもあって、全道展開できたら良いねみたいな、

本庁の担当がおっしゃっていたというのもあって、今回、今年の３月にこういった出前講座っていう

のがあるみたいな、上川だけではなくて、ほかの地域でもやっているところが幾つかあって、そうい

うところから情報収集して雛形ではないですけど、今回、こういった形でやってみたらどうですか、

という情報の共有という形できたというところです。 

ただですね、さっき言った通りやっぱりいろんな障がいのある当事者のいる様な圏域、地域づくり

委員会であれば、当事者の声と法的な専門的な部分での弁護士の先生とセットみたいな形で、結構良

い感じはできるかなあと思うんですけど、この空知という形で言えば、当事者の方と弁護士の先生だ

けみたいなものですから、実際、これをうちでやりましょうって話ししたときに、やっぱり一般の方

は、まず法的な部分からのオーダーが多くくると思うんですね。合理的配慮って何ですか、やぶった

らどうなるんですか、罰則はあるんですか、というような感じのオーダーがくると思うんですけど。

それをやってしまうと、どうしてもうちでいうと林先生だけに集中してしまう形になってしまうので、

僕個人的にはですね、はい、こういうのきたからやりましょうって簡単にはならないなっていうのが

あって、一応、参考資料という形で、今回、皆さんから今後どのような取り組みをしていくかという

ご意見をいただく中で、一つの参考という形で、資料を提供させていただきましょうという形にした

までということです。これをうちとして、事務局として、空知もやっていきましょうというのは、な

かなか厳しい。それをやってしまうと林先生ばっかり出番になってしまう。なかなか厳しいだろうと。

そもそもの法務でお忙しい中で、現実的でないなということもあって、あくまでも参考という形で提

供させていただいたというところが本当のところでございます。 

 

穴澤推進員： はい。ありがとうございました。それでは、先程、皆さんの方から、近況であるとか、

今抱えてる課題とか、今後、こんなところがポイントになっていくのではないかということが、幾つ

か出されたかと思いますが、その中で、ちょっと、あれ、この部分について、もうちょっと聞いてみ

たいなとか、再度、今考えてることで、このことについては、どうなんだろうかとかっていう、課題

提起ももしあればと思いますがいかがでしょうか。何点かでいくと、今出た雇用の関係っていうとこ

ろが一つありましたよね。雇用の中での法定雇用率もあるし、働くという場に対する企業の理解みた

いなところでの、例えば、出前講座の関連なんかもそれに近い、というのがあるんだろうなと。 

只、その中で今、企業自体がその意識が変わってきてるみたいなところが、少しちょっと印象的だ

なと思ってはいましたけれども。戦力として、その人を支援するというか、もう雇ってあげるではな

くて、十分な戦力なんだ、というところ。本来、そうなってくれた方が、その人達というか、一緒に

暮らす仲間としての意識ってのは、多分上がってくるんだろうなと思うし。特に空知、言葉を選ばな

いで喋ると田舎に行けば行くほど、人が少ないわけですから。逆にその中で、お互いに助け合い、実
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際に、やっぱり私も何点か関わる中でも、介護の世界とか、人が少ない。働く人が少ないから、仕事

を切り出してるよね。その介護キーパーみたいな名前の中で、ちょっと仕事を切り出す、その掃除だ

ったらできる、食器洗いだったらできる、ベッドメイクだったらできる、そこの部分を障がいを持っ

ていながらでも働けるっていう様な現場としてそれはその施設自体も助かるわけですよ、みたいなそ

の仕組みづくりみたいなところもあるのかな。それ自体をここで議論するって話じゃないんですけど、

そういって広まっていったときに、さらにその、根幹の部分の差別解消みたいなところと合理的配慮

っていうところにも繋がっていく形になるのかなとは思います。その辺も一つ、この中で、このメン

バーで、障がいの相談を実際に受けているとか、先程ね、実際にその人たちと暮らすまで障害の方と

関わっている。それと、先程あったその、弁護士さんもいるし、学識経験者というか、大学の研究機

関の方もいらっしゃるし、行政の方もいらっしゃる。という中で、それぞれの中から今後、色々話が

出ていければ、良いんじゃないかなというふうに思っていますが、その中で、先程ね、青柳さんが一

番最初に言いました。何かここで作れることがあれば、何か、そんなに、年２回とかの集まりなので、

日々ね、月１回集まったら別かもしれないんですけど、そういう訳にはいきませんので。２年間の中

で、ちょっとでも、少しでも、何かが伝わったり、出来ていくみたいなところが、作っていけたらな

とは思ってはいますけれども。というような形かなあ。 

だから、次回、もし、その議題というか、懸案事項というか、それが上がらないということであれ

ば、例えば、その今回出た部分でいうその雇用の問題とか、後、空知ならではの課題みたいなところ

で、地域資源、先程出てたと思うんですよね。実は、サービスをやりたいんだけどさ、入らない。け

ど、じゃあそれってどういうふうに連携をとったら進められるかどうかという可能性とか、そんなこ

とも踏まえて考える機会であるというか、それぞれの意見から、考える機会っていうこともあり得る

だろうし。実際に地域で暮らすって言ったときに、今回から委員に入ってもらいましたけど、野々下

さんの実際に地域で暮らしたいけど、退院する場所とか、そういったところの、実際の受け入れ方で

あるとか、そういったところでのその配慮みたいなところがどういったところが望ましいのか、とい

う形、暮らすという部分に関しての話が出せるのではないかななんていうふうに思ったりはしていま

す。はい。というような感じかなと思いますので、今日は１回目ということもありますので、大体そ

れぞれで、意見を纏めさせていただくとこんな感じかなと思いましたが。 

 

梅原委員： 先程さ。障がい者、多分、障がい者の雇用満たすということで、私、若干話したと思う

んですけれど。３月、僕はね、新聞位しかこう情報得るところないんだけど、３月 31 日に北海道新

聞に書いてあった。障害者雇用未達成、37機関に改善勧告。道の労働局。北海道労働局は 30日、2025

年に障害者の法定雇用率を達成できなかった道内、市町村など 37 の公的機関に、改善するよう勧告

したと発表した。昨年より、９機関増加したことを受け、労働局は引き続き指導や労働環境の整備な

どの支援に取り組むと話した。勧告の対象は、残念ながら、滝川市、赤平市など 29市町村、市立室蘭

総合病院など、６公立病院、２つの教育委員会、国や市町村などの障害者の法定雇用率がこの時点で

は、2.8。ちょっと高いんですよね。公のところね。教育委員会等一部は 2.7％で、障害者、雇用促進

法で義務付けられている。先程も言ったけどさ。行政、公の人がいる中で、こういうこと言いづらい

けど、どうしたんだとか。やっぱり変な話。滝川市、赤平市でもその他の教育機関、色々あると思う。 

やっぱり、労働局へ行けば、いろいろ教えてくれる。どこどこの空知管内では云々って言うかも。は

い。そういうところがやらなければ、民間も付いていかない。先程言ったけど、民間はペナルティだ
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ろう。嫌なことだけどやっぱり、そういうところもやっぱりきちっとしていかないと。人は使う、障

がい者は使いづらいとか云々とか、そういう声がね、結構ある。僕は、それは、ある面ではあるんだ

けど、普通の人だってさ、普通の人だって、使いづらい男、使いづらい女の人ってたくさんいる。僕

らは金融機関にいたけど、車椅子の人もいて、車椅子の人は、それはね、外での仕事はできない。融

資で、やっぱりそういう立場、融資で、やっぱり、なかなかな人が育成されたりしている。そしてそ

の中で、車椅子を運ぶときには、その職場ではね、皆がさ、手伝ってくれる。そういう人の繋がりっ

ていうのが、いろんな面で出てきてね、良い社会になっていくと、僕は思うよ。形だけではだめだと

僕は思う。 

 

穴澤推進員： はい。貴重な意見ありがとうございます。というような形でございますので。はい。

これに関しては何かありますか。 

 

穴澤推進員： はい。青柳委員は。手が上がったので。 

 

青柳委員： 私のところは、精神障がいの人が多いんですね。実際、うち農業なんですが、朝、今日

ここまでやりたいと。作業をね。朝、今日調子悪い。風邪ひいた。寝不足。来ても寝てる状態だとか。

朝来ないとか。だから、そういう状態の人が、就職した場合、そういう人、能力はすごいんですよ。

精神の人が能力が良いとかではないですけど、能力は持ってます。要は、この人の能力は何があるか

なと私たちも見極めながら作業してる訳で、それは、一般企業に就職している。だから、そこら辺が

先程も今、課長からお話がありましたけど、いかに企業の方が、そういうことを、どう理解できるの

か、しているのか。それともう一つ、雇用率は上がったけど、定着率はどうなんでしょうか。そこち

ょっと心配。はっきり言って、本当定着するってことは、本当にその企業がもう本当にしっかりちゃ

んと考えてんだな。先程、コーディネーターの方がおっしゃってた最近の企業、法律でそうなってる

部分の、それこそ理解しながらやろうとしてると。うん。それはだから、どの程度理解しているのか、

だから、あれ、ジョブコーチとかっていうのが入ってやる訳ですよ。企業にね。確か。ちょっと話ず

れますけど、私、うちの作業所の、知的の人ですね。その人、滝川のある企業、スーパーに勤めたけ

ど、結局定着できなかったんですね、結局戻ってきました。うん。だから、チラッと聞いた上で、や

っぱし、遅いだろう。言っても分かってないなと。そういう、やっぱちょっとそこら辺をどういうと

こまで、こう、フォローじゃなくて、どこまで考えて、いや、やってるのかなあと。だから、雇用率

を上げることも確かに大事ですけど、定着支援しないとやっぱり、なんちゅうか、行政の中の雇用率

だけ上げて、良かった。そういう話じゃない。定着までいって、一つの流れになって、うん。だから、

我々作業所も、これ言っても分かんないな。明日は、こういうふうに、こう言ったけど、全然分かっ

てないな。どうしたら良いかなと、もういつも四苦八苦しながら、彼には、どういう言葉が伝わるの

か。それと、もう一つ、ちょっとまた違った話です。４障害ですから、うちもいろんな精神以外の人

が来たときに、やっぱりそれぞれの障害に対して、やっぱり差別になったりする。障がい者同士でね。

だから、作業所といえども、障がい者といえども、その障がい者同士のことをちゃんとお互い見てる

かというと、そうでもないんですね。だから、それは、彼らが悪いんじゃなくて、社会の仕組みの中

で、その人達も生きてきた訳ですから。そこは、障がいある関係なく、沈殿してる訳ですよね。思想

というかね。以上です。 
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穴澤推進員： はい。ありがとうございました。はい。ここで、何か結論出すって話ではないので。

はい。という様なことをちょっと、次回も含めてですけど、テーマを絞りながら、皆さんの意見も聞

きながら、進めていければ良いかなと思っております。はい。今回は、この様な形で、協議事項は終

わらせていただきたいと思います。はい。それでは、事務局の方にお返ししますね。良いですか。 

 

事務局（宮下専門主任）： それでは、最後に事務局の方から、１点だけ報告させていただきます。参

考１として、事業者にも合理的配慮の提供が義務付けられました、こちらのパンフレットを付けさせ

ていただいているんですが、こちらの方、今年の５月 21 日に岩見沢市民会館文化センターまなみー

るで開催されました建設産業安全大会におきまして、資料２－２にあります地域づくり委員会パンフ

レットとともに配布の方させていただいております。空知建設業協会の主催で、管内建設業者、関連

会社が参加した大会となっておりますが、ＰＲの機会とさせていただきましたので、ご報告させてい

ただきます。 

それでは、本日の委員会はこれをもちまして閉会とさせていただきます。本日は皆様、ありがとう

ございました。 


